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 高分子においても数学と同様に結び目や絡み目が存在し、それを研究してい

る分野があります。線状高分子の絡み目、環状高分子の絡み目と結び目、これ

らの現れる確立やそれらが及ぼす影響などが様々な視点で研究されてきました。

たとえば統計力学、数理物理学、高分子物理学などの分野です。数学ではいま

まで直接に研究したことはないようです。しかしそれらの研究で結び目理論な

どが使われ発展していることは事実です。私は、この分野を数学の視点で捉え

たらどうなるかに興味を持ち、大学院で勉強しようと考えています。高分子間

の反応をそれぞれの結び目や絡み目に注目して、結び目・絡み目数が反応に関

わっているのか、もしそうならばどう反応に作用しているか、などを調べてい

きたいと思っています。 
特に DNA に関しては興味があり、RNA によって解されてコピーされる過程

で、DNA の結び目がどう変化しているのかは不思議なところです。現在、DNA
の両端に細工することで、高温で線状 DNA、低温で環状 DNA に変化させるこ

とが可能になったようです。そのことにより非自明な結び目のある環状 DNA を

ランダムに生成でき調べることができるようになったわけです。これら現在の

研究過程（成果）をみると、私の研究したいことも出来るのではないかと思い

っています。 


